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本
書
は
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ

保
険
を
支
援
す
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
る
フ
ォ

ー
サ
イ
ト
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
株
式
会
社
の
３
人
に
よ

る
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険
会

社
の
実
務
全
般
に
関
す
る
共

著
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
業

務
に
関
し
て
は
海
外
ブ
ロ
ー

カ
ー
に
一
日
の
長
が
あ
る
と

思
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
会

社
は
日
系
で
あ
り
な
が
ら
相

当
の
実
績
を
持
つ
企
業
で
あ

る
。

　
さ
て
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保

険
会
社
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

態
が
あ
り
得
る
。
設
立
地
で

分
類
す
る
と
内
国
キ
ャ
プ
テ

ィ
ブ
と
海
外
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ

に
分
か
れ
、
引
受
保
険
の
形

態
で
分
類
す
る
と
元
受
キ
ャ

プ
テ
ィ
ブ
と
再
保
険
キ
ャ
プ

テ
ィ
ブ
に
分
か
れ
る
。
ま

た
、
設
立
者
で
分
類
す
る

と
、
事
業
会
社
が
設
立
す
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
保
険
会
社

が
設
立
す
る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
代
理
店
が
設
立
す
る
こ

と
も
あ
る
。
本
書
は
、
こ
の

う
ち
日
本
の
事
業
会
社
が
設

立
す
る
海
外
再
保
険
キ
ャ
プ

テ
ィ
ブ
を
対
象
と
す
る
も
の

で
あ
る
（
現
在
の
と
こ
ろ
、

日
本
の
事
業
会
社
が
利
用
す

る
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険
会
社

と
し
て
は
最
も
一
般
的
な
形

態
で
あ
る
）
。

　
こ
の
日
本
の
事
業
会
社
が

設
立
す
る
海
外
再
保
険
キ
ャ

プ
テ
ィ
ブ
に
関
し
て
、
本
書

で
は
実
務
書
と
し
て
十
分
な

解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
第
１
章
で
キ
ャ

プ
テ
ィ
ブ
保
険
会
社
に
関
す

る
基
礎
知
識
を
説
明
し
た
う

え
で
、
第
２
章
～
第
７
章

で
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険
会

社
の
検
討
、
設
立
・
運
営
管

理
、
再
保
険
手
配
、
会
計
、

国
際
税
務
、
企
業
財
務
と
の

関
係
に
つ
い
て
実
務
的
に
必

要
な
説
明
等
を
行
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
第
８
章
お
よ

び
第
９
章
で
、
キ
ャ
プ
テ
ィ

ブ
実
務
に
寄
与
す
る
資
格
と

Ｑ
＆
Ａ
を
付
加
的
に
説
明
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
付
録
と

し
て
、
日
本
の
事
業
会
社
向

け
の
主
要
ド
ミ
サ
イ
ル
の
概

要
、
海
外
の
事
業
会
社
が
保

有
す
る
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険

会
社
の
業
種
別
一
覧
等
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　
評
者
か
ら
見
た
本
書
の
特

長
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
１
に
、
本
書
に
は
、
日
本

の
事
業
会
社
向
け
に
執
筆
さ

れ
た
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険

会
社
の
設
立
・
運
営
に
関
す

る
一
通
り
の
こ
と
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

海
外
再
保
険
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ

の
設
立
を
日
本
の
事
業
会
社

が
検
討
す
る
場
合
に
、
あ
る

い
は
検
討
の
前
段
階
に
お
い

て
、
ま
ず
は
手
に
取
っ
て
熟

読
す
べ
き
一
冊
で
あ
る
。

　
第
２
に
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ

保
険
会
社
も
保
険
会
社
の
一

種
で
あ
る
か
ら
、
キ
ャ
プ
テ

ィ
ブ
保
険
会
社
を
保
有
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
要
す
る
に

保
険
事
業
を
営
む
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険
会
社
に

移
転
す
る
予
定
の
自
社
リ
ス

ク
に
つ
い
て
、
既
発
生
事
故

に
関
す
る
損
害
傾
向
の
分
析

や
損
害
モ
デ
リ
ン
グ
に
よ
る

将
来
予
測
の
実
施
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
適
切
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
第
７
章
）
。
事

業
会
社
が
自
身
の
リ
ス
ク
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一

歩
で
あ
り
、
そ
の
結
果
次
第

で
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険
会
社

の
設
立
可
否
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
「
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険

会
社
の
設
立
あ
り
き
」
で
は

な
く
、
自
社
リ
ス
ク
の
正
確

な
把
握
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

な
の
で
あ
る
。

　
第
３
に
、
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ

保
険
会
社
の
撤
退
方
法
に
関

す
る
記
載
が
あ
る
。
一
般

に
、
日
本
企
業
は
新
規
事
業

を
開
始
す
る
際
に
撤
退
方
法

を
検
討
す
る
こ
と
が
少
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
け
れ
ど

も
、
新
規
事
業
立
ち
上
げ
時

に
撤
退
方
法
を
も
視
野
に
入

れ
て
お
く
こ
と
は
、
そ
れ
こ

そ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

観
点
か
ら
は
不
可
欠
で
あ

る
。
本
書
は
、
キ
ャ
プ
テ
ィ

ブ
・
ド
ミ
サ
イ
ル
の
変
更
と
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あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
保
広

島
支
店
は
10
月
３

日
、
広
島
市
中
区

の
広
島
国
際
会
議

場
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
令
和
５
年

度
第
34
回
全
国
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

研
修
会
中
国
地
区

大
会
ｉ
ｎ
ひ
ろ
し

ま
」
に
参
加

し
、
同
支
店
部
支
店
ス
タ

ッ
フ
で
や
り
投
げ
パ
ラ
ア

ス
ト
リ
ー
ト
の
白
砂
匠
庸

選
手
が
記
念
講
演
を
行
っ

た
。
研
修
会
に
は
、
全
国

の
知
的
障
が
い
者
を
支
援

す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

職
員
約
６
０
０
人
が
参

加
。
そ
の
他
、
同
社
広
島

支
店
地
域
戦
略
長
の
繁
雅

浩
氏
、
全
国
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
等
研
修
会
中
国
地
区

大
会
i
n
ひ
ろ
し
ま
実
行

委
員
会
委
員
長
の
佐
藤
勝

則
氏
が
出
席
し
た
。

　
行
動
指
針
の
一
つ
に

「
地
域
密
着
」
を
掲
げ
る

同
社
は
、
全
国
各
地
で
地

方
公
共
団
体
や
地
域
企
業

に
向
け
て
社
会
・
地
域
の

課
題
解
決
に
資
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
い
る
。

　「
全
国
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
研
修
会
」
は
、
公
益

財
団
法
人
日
本
知
的
障
害

者
福
祉
協
会
が
主
催
す

る
、
知
的
障
が
い
の
あ
る

人
の
自
立
と
社
会
・
経
済

活
動
へ
の
参
加
を
促
進
す

る
た
め
の
支
援
お
よ
び
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
す
る
研

修
会
で
、
今

回
の
講
演
は

全
国
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
等

研
修
会
の
佐

藤
委
員
長

が
、
白
砂
選

手
の
障
が
い

を
も
の
と
も

せ
ず
ひ
た
む

き
に
努
力
す

る
姿
を
報
道

で
知
り
、
同
社
広
島
支
店

に
対
し
同
選
手
の
記
念
講

演
へ
の
登
壇
要
請
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
実
現
し
た
。

　
当
日
は
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
知
的
障
が
い
者
を

支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
職
員
約
６
０
０
人

が
、
厚
生
労
働
省
の
担
当

者
か
ら
「
障
害
福
祉
施
策

の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
説
明
を
受
け
た
後
、

白
砂
選
手
の
記
念
講
演

「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
リ

大
会
を
目
指
し
て
！
」
に

耳
を
傾
け
た
。
ま
た
、
講

演
で
は
白
砂
社
員
が
実
際

に
着
用
し
て
い
る
義
手
を

参
加
者
に
手
渡
し
、
手
触

り
な
ど
を
実
感
し
て
も
ら

っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
白

砂
選
手
か
ら
元
気
を
も
ら

っ
た
。
今
度
試
合
を
見
に

行
き
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
記
念
講
演
に
つ
い
て
同

社
の
白
砂
選
手
は
「
多
く

の
皆
さ
ん
の
前
で
の
講
演

は
久
々
で
緊
張
し
た
が
、

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を

お
伝
え
で
き
た
と
思
う
。

今
回
講
演
を
し
た
こ
と

で
、
知
的
障
が
い
の
あ
る

方
々
と
お
会
い
す
る
機
会

を
増
や
し
た
り
、
ス
ペ
シ

ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
や

各
競
技
に
携
わ
り
た
い
と

い
う
思
い
を
抱
い
た
」
、

繁
地
域
戦
略
長
は
「
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は

今
後
の
知
的
障
が
い
者
へ

の
接
し
方
な
ど
で
参
考
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
全
国
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
研
修
会
の
佐
藤
委
員
長

は
「
白
砂
選
手
の
お
話
が

と
て
も
聞
き
や
す
く
、
気

さ
く
な
人
柄
と
お
話
に
夢

中
に
な
り
、
気
付
け
ば
90

分
間
の
講
演
が
あ
っ
と
い

う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
白
砂
選
手
が
最
後
に

お
話
し
さ
れ
た
、
知
的
障

が
い
の
あ
る
方
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
の

指
導
に
も
携
わ
り
た
い
と

い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象

的
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
白
砂
選
手
ご
自
身
の

夢
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

同
社
所
属
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
白
砂
選
手
が
登
壇

全
国
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
研
修
会
で
記
念
講
演

あいおいニッセイ同和損保広島支店

講演する白砂選手

キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
保
険
会
社
の

閉
鎖
方
法
を
述
べ
て
お
り

（
第
４
章
後
半
）
、
こ
の
点

は
大
い
に
評
価
さ
れ
よ
う

（
な
お
、
そ
う
し
た
場
合
の

コ
ス
ト
の
例
示
が
な
さ
れ
て

い
れ
ば
一
層
良
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
）
。

　
第
４
に
、
日
本
の
事
業
会

社
が
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
・
ド
ミ

サ
イ
ル
の
候
補
と
す
る
べ
き

各
法
域
の
概
要
や
特
徴
が
的

確
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

（
付
録
の
参
考
資
料
１
）
。

な
お
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
各
法
域
の
法
制
等
は
適

宜
改
正
さ
れ
て
い
く
の
で
、

実
際
の
検
討
段
階
で
は
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
等
に

相
談
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
素
晴
ら
し

い
実
務
書
で
あ
る
の
で
、
海

外
再
保
険
キ
ャ
プ
テ
ィ
ブ
の

検
討
を
行
お
う
と
し
て
い
る

事
業
会
社
、
お
よ
び
そ
の
機

関
代
理
店
等
に
は
一
読
を
勧

め
た
い
。
な
お
、
本
書
に
事

項
索
引
が
あ
れ
ば
も
っ
と
利

用
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
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